










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2012 年にインダストリー 4.0 という新しいものづ
くりの仕組みを発表しました。これは今日の主題




























































































「FA」とは Factory Automation の略で、工場全
体を自動化するというものです。「CIM」とは




























































　 こ れ は 本 の ご 紹 介 で す が、 原 題 は『Only 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2030 年にはそれが 18 億人になると。それぐらい
の成長を遂げていく産業ですので、我々としては、
今の人員を減らしていくのではなく、きちんと
キープしながら、AI を企業の中に取り込んでい
くということで考えています。
澁澤健太郎　
　ありがとうございました。文学部の日本文学文
化学科の３年生の方です。質問者のお名前がない
のですが、どなたでもいいということだと思いま
す。人工知能に非常に関心を持ちました。これら
の仕事、あるいはAI の技術的なことを勉強した
い場合、具体的な勉強の方法、あるいはどこに行
って知識を吸収すればいいかというご質問です。
　これは大学や高校など、いろいろなところがあ
ると思いますが、例えば一つは情報学をするよう
な新しいところでやる。今、人工知能を勉強する
ような専門学校のようなところがありますでしょ
うか。多分、今はないですよね。ですから、私が
答えてしまうのはどうかとも思いますが、ネット
では参考書のようなものも出てきますので、ネッ
トでいろいろな情報を吸収するなどして、ある程
度自己流でやるしかないのではないかと思いま
す。
松原徳和　
　中長期的にどういうキャリアを目指し、どうい
う勉強をするかということもあると思います。技
術的なシステムの構造のようなものを知りたいの
か、あるいは社会への実装という部分なのか、アー
トのような世界のことなのか。入り口といいます
か、出口といいますか、さまざまではないかと思
います。逆に言えば、今はごった煮の状態で、い
ろいろなバックグラウンドを学際的に吸収すると
いう意味ではむしろチャンスではないかという気
もしています。
　ですから、まずは一通り勉強し、その中から自
分の専門分野を選んで深めていく。そういうＴ型
のアプローチがおもしろいのではないかと思いま
す。
澁澤健太郎　
　ありがとうございました。ここまでになってき
ますと、そのうちに学校で人工知能を専門で勉強
するということがきっと出てきますよね。ただ、
今おっしゃったように、学部によって、例えば理
系でなければできないような中身を含めるのか、
そうではないのかということについては難しい部
分ではないかと思います。
　それでは、まだ質問が山のように残っているの
ですが、時間が予定の 45 分ぐらいになりました
ので終わらせていただきます。パネリストの先生
方にはまだ少しお残りいただけるとのことですの
で、前に来て個別に直接質問していただける可能
性も少しはあるかと思います。そういうことも含
めて、予定どおり終了の方向に進めていきたいと
思います。予定ではこの時間に終了し、バトンタッ
チすることになると思いますが、パネリストの先
生方もよろしいでしょうか。
　それでは、皆様方の質問の幾つかについてはパ
ネリストの先生方からお答えをいただきました。
ありがとうございました。（拍手）
和田尚久（現代社会総合研究所運営委員・国際観
光学部教授）　
　国際観光学部の和田と申します。
ご議論を伺っていて感じたのは、学生諸君はあま
りなじみがないかと思いますが、私が学生時代に
読んだアシモフや星新一などの SF小説、あるい
は手塚治虫の漫画などに出ていたような問題が
今、現実になっているということです。
　そしてもう一つは、どなたかからありましたよ
うに、AI に関して、ユートピア＝理想社会をつ
くるのか、あるいはディストピア＝非常に陰惨で
暗い社会になるのか、ということに話が行くわけ
です。たしか松原さんの最初のところでも、非常
に暗いことを書いた本のご紹介があったかと思い
ます。
　ただ、具体的なお話を伺っていますと、多分、
どちらにもなる。社会は大きく変化するけれども、
その変化の中に対応力もあるということを感じた
次第です。
　松原さんと神田先生には大きな意味でのAI の
位置づけや方向性などについてお話しいただき、
熊田さんには観光におけるAI のお話、小河さん
には教育におけるAI の動向ということで、話が
具体化しますと、それを応用するに当たっても非
常にさまざまな課題が残っていることが分かりま
す。少なくとも現在の人間が全く手出しできない
問題ではないということまではわかってきたよう
な気がします。
　また、小河さんがおっしゃった 21 世紀型スキ
ルについても、ICT関係の知識は必要ですが、能
力として養成されるものは基本的に、これまで人
間、あるいは教育機関で養成を目指してきたもの
とさほど変わるものではないと思います。
　1950 年代あたりのコンピュータはいわば最初
の作業、計算を行っていました。そのころに話題
になったのは、大砲を撃って、届く前にどこに着
くかを計算できるということでした。もう少し時
代を下りますと、知識や情報をどう収集・整理す
るか。金融機関の口座の管理などが使い方の典型
だと思います。そして現在、知識から知恵に入っ
てきました。人間でなければできなかったはずの
事柄に、AI が入ってきた。その場合も、AI と人
がどういう形で仕事を分担していくか。これが今
の課題だろうと思います。
　また、神田先生がおっしゃったように、強い
AI、汎用型のAI には随分時間がかかるけれども、
弱いAI、ある非常に狭い分野に特化したAI は
普及も早いということでした。いわばトピックス
で語られるようなことに関しては、びっくりはし
ますけれども、我々の社会生活にそれほど大きな
影響はない。そして、非常に大きな影響を与える
汎用型のAI の進展は多分、それに対応する時間
があるだろうという感想を持った次第です。
　ただ、AI 問題だけではありませんが、現在の
経済状況その他、もろもろを考えた場合、格差の
問題は非常に重要な課題として残るだろうと思い
ます。学生諸君がいっぱいいますから、教員とし
ては、やる気のある学生と、何となくのんびりし
ている人をどうするかということがずっと頭痛の
種なわけです。それが続くのだと思えば、そんな
ものかもしれません。
　ただ、国家間の格差に関しては、いわゆる発展
途上国が鉄道を敷かずに道路をつくる。場合に
よっては、道路も敷かずに空港をつくる。固定電
話の電話網をつくらずに携帯電話のネットワーク
をつくり、途中に邪魔者があまりないまま、スマ
ホを端末とした情報社会に入っていく。そこで
AI の活用が、前の部分がないだけに、新しいも
のにあっさり取りついて、国家間の格差が縮まっ
ていく、あるいは逆転される可能性もあるという
ことを感じた次第です。
　感想ばかりで恐縮ですが、こういう広い問題に
関しては極めてきちんとした、体系的な総括はで
きようもありませんので、いろいろなことに関す
る感想を述べて総括にかえさせていただきます。
どうもありがとうございました。（拍手）
大坂恵里　
　和田先生、どうもありがとうございました。
　それでは最後に、本日のご登壇者の皆様にいま
一度、大きな拍手をお願いできればと思います。
（拍手）
　ありがとうございました。それでは、以上をも
ちまして、現代社会総合研究所 2017 年度第一回
シンポジウム「人工知能のインパクト」を終了さ
せていただきます。シンポジウムのご感想等につ
いては、アンケート用紙にご記入の上、お帰りの
際に出入り口におります職員にお渡しください。
本日は長時間にわたりまして、まことにありがと
うございました。（拍手）
―了―
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